第１７回くまもと障がい者スポーツ大会実施要綱

１　目　　的
この大会はスポーツが生活をより豊かにするという視点に立ち、障がいのある選手が、競技等を通じスポーツの楽しさを体験し、また、競技力の向上を図るとともに、県民及び熊本市民の障がいに対する理解を一層深め、障がい者の社会参加の推進に寄与することを目的とする。

２　名　　称
第１７回くまもと障がい者スポーツ大会

３　主　　催
熊本県、熊本市

４　共　　催
熊本県市長会、熊本県町村会、社会福祉法人熊本県身体障害者福祉団体連合会、熊本県身体障害児者施設協議会、熊本市身体障害者福祉協会連合会、社会福祉法人熊本県手をつなぐ育成会、社会福祉法人熊本市手をつなぐ育成会、熊本県知的障がい者施設協会、熊本市知的障害者施設協会、熊本県障害者スポーツ・文化協会、熊本県社会就労センター協議会

５　運営主管
社会福祉法人熊本県社会福祉事業団
熊本県身体障害者卓球協会
熊本県視覚障害者卓球協会
熊本県障害者フライングディスク協会

６　競技主管
一般財団法人熊本陸上競技協会、熊本市陸上競技協会、熊本県水泳協会、熊本市水泳協会、熊本県アーチェリー協会、熊本市アーチェリー協会、熊本県卓球協会、熊本市卓球協会、熊本県ボウリング連盟、熊本市ボウリング協会

７　後　　援（予定）
熊本県教育委員会、熊本市教育委員会、熊本県特別支援学校長会、熊本県特別支援教育研究会、熊本市特別支援教育研究会、熊本県特別支援学級等設置学校長会、社会福祉法人熊本県社会福祉協議会、社会福祉法人熊本市社会福祉協議会、社会福祉法人熊本県視覚障がい者福祉協会、熊本市視覚障がい者福祉協会、一般財団法人熊本県ろう者福祉協会、熊本市ろう者福祉協会、熊本県障害児・者親の会連合会、公益財団法人熊本県体育協会、熊本市体育協会、社会福祉法人熊本県共同募金会、熊本市共同募金委員会、公益財団法人熊本善意銀行、熊本日日新聞社、ＮＨＫ熊本放送局、熊本放送、テレビ熊本、くまもと県民テレビ、熊本朝日放送、エフエム熊本、ＦＭ７９１
    
８　協　　力（予定）
学校法人熊本学園大学、国立大学法人熊本大学、学校法人熊本城北学園九州看護福祉大学、学校法人銀杏学園熊本保健科学大学、学校法人中九州第三学園熊本社会福祉専門学校、学校法人ＹＭＣＡ学園、専修学校熊本ＹＭＣＡ学院、熊本県立熊本工業高等学校、学校法人九州学院九州学院高等学校、学校法人開新学園開新高等学校、学校法人泉心学園熊本国府高等学校、学校法人加寿美学園熊本中央高等学校、熊本県立熊本西高等学校、熊本市立必由館高等学校、熊本市立千原台高等学校、学校法人東海大学東海大学付属熊本星翔高等学校、熊本県立済々黌高等学校、学校法人鎮西学園鎮西高等学校、その他関係機関･団体

９　大会期日、実施競技及び会場
平成３０年５月２０日（日）（予定）
【開会式】　　　　　　　      熊本県民総合運動公園陸上競技場
【陸上競技：身体･知的】　 	　　熊本県民総合運動公園陸上競技場
【ボウリング競技：知的】　　　ワンダーボウル南熊本
[bookmark: _GoBack]【卓球競技：身体・知的・精神】　　　熊本県身体障がい者福祉センター体育館
【フライングディスク競技】　　熊本県民総合運動公園スポーツ広場
平成３０年４月２２日（日）（予定）
【水泳競技:身体・知的】　　　　熊本市総合屋内プール（アクアドームくまもと)
　　
※　サウンドテーブルテニス競技は、２月実施（予定）の熊本県視覚障害者卓球協会主催大会を第１７回くまもと障がい者スポーツ大会と位置づける。

10　参加予定人員
選　手　　１，０００人
役員等    １，０００人
合　計    ２，０００人

11　選手団
選手団は、各市及び各地域振興局（各市を除く）単位で編成する。

12　参加選手資格
大会に参加できる選手は、次の各号に該当する者とする。
(1) 共通事項
①　県内に住所を有する者又は県内の施設、学校等に在籍している者。
②　年齢１３歳以上の者。（平成３０年４月１日現在）
(2) 身体障がい者の部
身体障害者福祉法（昭和24年法律第283号）第15条の規定により身体障害者手帳の交付を受けた者。
(3) 知的障がい者の部
厚生事務次官通知（昭和48年9月27日厚生省発児第156号）による療育手帳の交付を受けた者。あるいは、その取得の対象に準ずる障がいのある者。

13　参加選手の決定
参加選手は、各市及び各地域振興局（各市を除く）単位の申込みに基づき、主催者において決定する。

14　競技規則
全国障害者スポーツ大会競技規則及び本大会申し合わせ事項による。

15　競技種目及び障害・年齢区分
(1) 個人競技　　別表Ⅰ～Ⅱのとおりとする。
(2) 選手団対抗競技
陸上競技　　４×１００ｍリレー（身体障がいの部・知的障がいの部）
水泳競技　　４×５０ｍリレー（身体障がいの部・知的障がいの部）
※　選手団対抗競技は、チーム編成が困難な場合は、他の選手団と合同で申し込むことができる。

16　参加種目及び制限
(1) 個人競技
①　出場選手は、同一競技内で１種目までであるが、水泳競技及びフライングディスク競技については、同一競技内で２種目まで出場できる。ただし、リレー種目に出場する選手は、リレー種目と併せて陸上競技は２種目まで、水泳競技は３種目まで出場できる。
②　知的障がい者は、過去２年以内に〈別表Ⅲ〉の参加標準記録表に示された条件を満たした者とする。
③　開催日が異なる競技は、重複して出場することができる。
(2) 選手団対抗競技
出場選手は、障がい、性別、年齢を問わない。なお、陸上競技４×１００ｍリレー及び水泳競技４×５０ｍリレーの知的障がいの部については、男女混合とする。

17　表　　彰
(1) 出場した選手には、卓球競技を除いて記録証を授与する。
(2) 卓球競技においては、上位３名（チーム）を表彰する。

18　健康・安全管理
参加選手及び役員の健康・安全管理については、参加する個人又は団体において十分配慮するものとする。主催者においては、応急処置のみを行う。
また、大会当日の傷害保険（見舞金程度）については、主催者において加入する。

19　その他
(1) 本大会の結果は第１８回全国障害者スポーツ大会の熊本県代表選手及び熊本市代表選手決定の参考資料とする。ただし、内部障がい者（ぼうこう又は直腸機能障がいのあるものに限る）については、陸上競技及びフライングディスク競技のみを対象とする。
(2) 卓球競技において、オープン競技として、精神障がいの部を実施する。なお、実施に関する必要な事項は別に定める競技別実施要領によるものとする。
